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はじめに
　千葉大学園芸学部では，「攻めの農業」を実現する＂園芸
プロフェッショナル＂を育成するため，2016年度から新しい
教育プログラムを立ち上げる.
　具体的には，園芸学科と食料資源経済学科が中心となって
構築する「園芸産業創発学プロジェクト（学士課程）」と「国
際園芸ビジネス学コース（修士課程）」からなる学士・修士
一貫の実践的教育プログラムで，長期インターンシップや実
務家教員の雇用など，産学連携を全面的に強化した課題解決
型のカリキュラムの構築を目指している．
　本研究は，この新教育プログラム発足のためのケーススタ
ディとして，高等教育の質が高いことで世界的に評価されて
いるオランダにおいて，施設園芸の分野で世界最先端の技術
と教育を誇るワーヘニンゲン大学とその研究機関，および協
力企業２社に対して実施した現地調査をとりまとめたもの
である．また，後半では，ワーヘニンゲン大学のカリキュラ
ムや学年歴を分析することで，新教育プログラムのカリキュ
ラム策定や，千葉大学が2016年度から導入するクォーター制
を検討するための有用な資料とする．
調査地概要（オランダと施設園芸）
　2014年12月15日から17日にかけて，大規模トマト生産企業
の「ロイヤル・プライド・ホランド社」，施設園芸コンサルティ
ング企業の「GreenQ社」，ワーヘニンゲン大学の付属研究機
関である「温室園芸研究所」，そして「ワーヘニンゲン大学
リサーチセンター」の４ヶ所を訪問した（図１参照）．そこ
で得た情報を紹介，分析する前に，ここでオランダの施設園
芸について簡単にまとめておく．
　ヨーロッパの中央に位置するオランダは，カリブ海のアル
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バなどとともにオランダ王国を構成する国の１つで，アムス
テルダムを首都とした立憲君主国である．オランダ中央統計
局や国連，FAOの統計によれば，人口は1,686万人（2014年），
GDPは8,000億ドル（2013年）で１人あたりでは世界第11位，
主要な産業は石油精製，化学，電気，食品加工，天然ガスと
なっている．国土は九州とほぼ同じ415万haを有するが，ラ
イン川下流の低湿地帯に位置しているため，その４分の１は
海面より低い干拓地（ポルダー）である．
　そうしたオランダにおいて，農業はGDPに占める割合こそ
1.5％（2012年で117億ドル）と低いものの，歴史的に重要な
産業の１つとなっている．農地面積は国土の半分弱の190万
haで，日本の４分の１程度であるが，農産物輸出額は880億
ドル（2011年）で，アメリカに次ぐ世界第２位の農産物輸出
大国である．輸出額の最も大きな農産物は切り花等の花卉類
や観葉植物で13％を占めており，次いでタバコ（５％），チー
ズ（４％）となっている．また，施設野菜の栽培も盛んで，
トマトとキュウリの輸出額はどちらも世界第２位である．た
だし，宮部（2009）が指摘しているように，外国産農産物の
再輸出分も相当数（2007年で野菜26％，果物85％）含まれて
いることは割り引いておかねばならない．
　このように，オランダが施設園芸を中心とした農産物の輸
出大国となり得た理由としては，①国内市場が小さいために
貿易に依存せざるを得なかったことに加え，②国土が狭いた
め，資本集約型で付加価値の高い作物の生産に特化して栽培
技術に磨きをかけてきたこと，③購買力の高いEU諸国への
アクセスが良かったこと，④天然ガスが産出されるため，施
設園芸に必要な暖房や（自家発電による）電力が安価である
こと，⑤西岸海洋性気候のため，年間を通じて施設園芸に適
した（やや低めの）気温に恵まれていること，などがあげら
れる（丸尾 2007）．
　また，こうした要因に加えて，知識を共有しようとするオ
ランダ人気質を土台とし，農業技術とその普及，教育におけ
る産官学連携の仕組みが世界でも最も整っている点があげ
られよう．元来，オランダは農業省（現在は経済省に統合）
が研究・普及だけでなく教育機関をも包括的に所管する世界
でも数少ない国であったが，1990年代の政府財政逼迫に伴い，
公的な研究機関とワーヘニンゲン大学との再編が政府主導
で推し進められた．その結果，現在ではより強力で効率的な
産官学共同システムへと進化し，国内外から「ゴールデン・
トライアングル」と呼ばれるまでになっている（一瀬 
2013）．本研究は，そうした協力文化が根付くオランダの高
等教育機関では，どのような産（官）学連携が構築されてい
るのか，またどのような実践的カリキュラムが組まれている
のかについて検証する．
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図１　調査地（オランダ） 
ロイヤル・プライド・ホランド（大規模トマト生産企業）
大規模トマト生産システムと大学との連携
　最初に訪れたのは，オランダ北西部の北ホラント州，ミッ
デンウメールという町にある大規模トマト生産企業「ロイヤ
ル・プライド・ホランド（Royal Pride Holland B.V.）」である（以
降，ロイヤルプライド社）．聞き取りは，後述するビジネス
スクールのマネージャーであるShuang Fan氏と，経営者のF. C. 
A. van Kleef氏から行った（以降，人名は現地語表記とする）． 
　現在，オランダには，政府が大規模生産者を主導して形成
した巨大農業エリアが６カ所ある．その１つが「アグリポー
トA7」で，２万haという広大な敷地にトマトやパプリカを
栽培する企業10社が集積している．ロイヤルプライド社は，
その中でも最大（世界でも最大級）のトマト生産企業であり，
１棟で15ha（300m×500m）という巨大な温室を複数有し，総
面積は50haを超えている（図２参照）．将来は100～150haに
まで拡張を予定しているそうである．温室の軒高は６m以上
あり，１m2あたりの生産量は日本の平均単収の３倍の60kgを
誇っている．年間生産量は２万～2.5万トンで，日本のトマ
ト需要（66万トン）も，ロイヤルプライド社が30もあれば満
たされることになる．余談であるが，2013年５月に，NHK
の「クローズアップ現代」で，IT技術で栽培の環境を制御す
るスマートアグリの最前線の事例として紹介されて以来，日
本からも多くの視察団が来訪しているとのことであった．
　さて，大学との連携状況について聞いたところ，オランダ
国内外の大学から毎年数名のインターンシップを受け入れ
ているということであった．最も多いのは，国内の修士課程
の大学院生（大半は中国やEUからの留学生）であり，受け
入れの主な目的は，企業側にとっての優れた大学院生の確保，
つまり将来の雇用候補を見つけることである．受け入れ期間
は基本的に４ヶ月（後述するように，大学で単位が認定され
る標準期間である）であり，学生が希望する場合などは６ヶ
月まで延長されることもある．内容は実践的な施設栽培の実
習が中心となっており，ロイヤルプライド社からは幾ばくか
の給与も支払われているようだ．インターンシップ制度につ
いて，大学へのリクエストを聞いたところ，「教えることが
多い割には期間が短すぎるため，１年程度に延長して欲しい」
ということであった．
　また，ロイヤルプライド社は，近年，他の施設園芸関連企
業２社と共同で「園芸ビジネススクール（Horticultural 
Business School, HBS）」を発足させた．このHBSでは，施設技
術，栽培技術，流通戦略，市場調査について３期10ヶ月の教
育が行われており，毎年10名程度が学んでいる．ただし，
HBSは主に自社の新入社員を対象とした教育システムであ
り，学位など，大学との関連性は一切ない．部外者も1,500ユー
ロ程度の授業料を支払えば受講は可能であるとのことで
あった．
　最後に，実務家教員の現状について聞いてみた．その結果，
企業側から大学への講師派遣，あるいは大学からの教授の招
へいについては，特定の共同プロジェクトがある場合などテ
ンポラリーな形では行われているものの，企業の人間が大学
で単位授与に関わるような形での関与はないとのことで
あった．
　質疑応答の後，トマトの生産温室を見学した．温室の規模
の大きさには驚かされるばかりであったが，その規模の大き
さにもかかわらず，トマトの栽培自体はきめ細かく行われて
いる印象であった．また，栽培されている中玉トマトを試食
させてもらったが，品質的には日本国内の量販店で販売され
ているものと比べて遜色ないように思われた．温室内では高
圧ナトリウムランプによる補光と炭酸ガス施用が行われて
おり，日照条件が悪い中でも高い生産性を維持する工夫が随
所になされていた．個々の栽培技術および温室内環境制御技
術については特に目新しいと感じるものは少なかったが，こ
れらの技術を高次元で調和させることにより，最適な栽培環
境を作り出すとともに，大規模温室の運営を可能にし，低コ
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図２　ロイヤルプライド社：外観（左）と１棟15haのトマト温室（右）
写真撮影：栗原伸一（図３～５の写真も同様）
スト化を実現するところにオランダ施設園芸技術の強みが
あるものと思われた．
千葉大学拠点植物工場との比較
　ここで，次の訪問先を紹介する前に，日本の施設園芸生産
者が置かれている現状と，千葉大学が進める植物工場プロ
ジェクトについて，オランダの事例と比較しながら簡単に紹
介しておく．
　日本の施設園芸の現状について，オランダと最も異なる点
は施設の規模とその集積度である．トマト栽培を例にとると，
オランダでは1,600haの施設で約350戸の生産者が集中的にト
マト生産を行っている（１戸あたり4.5ha）．それに対し，日
本では7,700haの施設で約20,000戸の生産者がトマトを栽培し
ており（１戸あたり40a），北海道から沖縄まで全国に分散し
ているのが特徴である．日本の生産者は，個々の技術レベル
は世界的に見てもかなり高いが，生産規模が小さく家族経営
であるため，養液栽培等の設備導入は遅れている．そうした
中，将来の高齢化と担い手の減少を見据え，日本でも大規模
化と施設の集積を図る「次世代施設園芸・植物工場」の展開
を全国的（全国９拠点が選定）に加速させる事業が農水省を
中心に始動したところである．このプロジェクトはオランダ
をモデルにしたものではあるが，日本やアジア独自の課題と
視点を持って進めるものであり，まさに次世代の施設園芸を
「攻めの農業」の中心に据えたものといえよう．
　一方，現在，千葉大学で進めている植物工場プロジェクト
については，太陽光型植物工場だけでなく，人工光型植物工
場についても普及拡大に向けて，60社を超える企業とコン
ソーシアムを立ち上げ，種々の取り組みを行っているところ
である．人工光型植物工場では，レタス類の商業生産を行っ
ているが，日本が世界をリードしている技術でもあり，オラ
ンダも含め世界各国から注目されている．また，太陽光型植
物工場については，トマトを中心に事業を進めている．規模
や統合環境制御技術でオランダが世界的に優位な立場にあ
るが，日本も世界的に高い技術を有しており，特に細霧冷房
など夏季高温時の環境制御技術や栽培技術，換気時のCO2施
用技術などアジア特有の課題については，オランダを凌駕す
る技術レベルにあるものも少なくない．日本では，相対的に
規模の小さい施設でも効率的かつ合理的な環境制御が求め
られるが，作物の生理生態に立脚した統合環境制御システム
についても複数の企業と共同で開発を進めており，多方面か
ら期待されている（Kurihara et al. 2014，丸尾 2013a，丸尾 
2013b）．
GreenQ（施設園芸コンサルティング企業）
　次に訪れたのは，オランダ第２の都市ロッテルダムに程近
いブレイスウェイクという町にある「GreenQ B.V.」である．
聞き取りは，主任コンサルタントのJilles Goedknegt氏から行っ
た．オランダでは，1970年代中頃に農業普及部門の民営化が
推し進められたことにより，現在では公的サービスはほぼ無
くなり，こうした民間企業が普及，コンサルティング・サー
ビスを担っている．もちろん，農業者が何かを相談する場合
にも有料となっており，地方自治体や国が普及を担っている
日本や，普及を（教育，研究とともに）大学の３大ミッショ
ンの１つと考えているアメリカや他のEU諸国とは大きく異
なる．このGreenQもそうした民営の施設園芸コンサルティ
ング企業で，2014年７月には日本の農業資材メーカ （ー株）誠
和と共同出資して日本法人（GreenQ Japan）を発足させている．
また，独自に高知県農業技術センターにおいて，パプリカや
ナスの栽培技術についてのセミナーを開催するなど，日本へ
の進出にも積極的である．
　GreenQ自体は研究開発を行っていないものの，自社内で
セミナーを実施するほか，国内外の大学や企業からインター
ンや研修生を受け入れているため，実習用の中規模温室を一
通り有している（図３参照）．ただし，中規模とはいえ，栽培・
環境制御システムや移動式の高所作業台車などの設備・装置
は生産企業の大規模温室とほぼ同様であった．一方，一部の
温室では補光の光源として生産企業では見られなかったLED
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図３　GreenQ社：イチゴのLED補光温室（左）とアマリリスの温室（右）
システムの使用もみられた．作目も多様で，トマトやキュウ
リなどの果菜類や，アマリリスやトルコキキョウ，バラなど
の花卉類の他，イチゴなども栽培しており，いずれも少量で
はあるが市場出荷している．また，コンサルティングの内容
は，労務管理と栽培技術に特化しているようだ．
　大学からのインターンシップについては，常時３名程度を
受け入れているようである．聞き取り時も，国内の大学から
中国人とメキシコ人の留学生を３名受け入れていた．受け入
れる学生はほとんどが修士課程の大学院生であるが，学部学
生や博士課程の大学院生も一部いるとのことであった．イン
ターンシップ受け入れの目的は，ロイヤルプライド社と同様
で，優秀な大学院生の確保であり，2014年に採用した新入社
員も同社インターンシップの経験者である（修士３名，博士
１名）．また，彼らがいずれもロシア，ポーランド，中国と
いう外国人であることをみると，どうやら同社の海外進出に
あたって，基盤作りのために，現地出身の者を積極的に採用
しているようである．大学以外からの研修生の受け入れも積
極的に行っており，毎年20組ほどを受け入れている（研修期
間は３日～３ヶ月まで自由に設定可）．また，研修生の大半
は海外からで，例えば2013年には日本の（株）誠和からも数組
が来たそうだ．研修の費用は比較的高く，１週あたり１万ユー
ロ/組ということであった．
　大学との教育面での連携については，ロイヤルプライド社
同様，大学側からの要請やプロジェクトがある場合に講師を
派遣する程度ということであった．大学で行うセミナーの内
容は，栽培現場で必要となる実践的な技術に関するものが中
心で，報酬は１時間あたり150ユーロが支払われるらしい．
なお，聞き取り時現在，大学とは５つの共同プロジェクトが
走っているということであった．
ワーヘニンゲン大学付属「温室園芸研究所」
　３番目に訪れたのは，GreenQと同じブレイスウェイクに
あるワーヘニンゲン大学付属の研究機関「温室園芸研究所
（Wageningen UR Greenhouse Horticulture）」である．聞き取りは，
BSc（理学士）の学位を有するFilip van Noort氏（専門はバニラ
栽培）から行った． 
　もともと干拓地であったブレイスウェイクには，2000年頃
から，こうした大学の研究機関やGreenQのような関連企業
が集積し出した．そのきっかけは，この地で共同販売を行っ
てきた農業者達が試験研究も共同で行いたいと考え，そのア
イデアに政府が資金援助したのが経緯である．当初は政府と
農業者とが全ての研究に対して半々で出資していたが，現在
はプロジェクト内容ごとに出資比率が異なるシステム（たと
えば，政府は省エネ関連，農業者は販売関連のテーマなどへ
出資する）へと変更されているようである．和泉（2013）に
よれば，この研究所全体への出資比率は，政府40％，農業者
40％，その他（学会や国際組織など）20％となっている． 
　さて，この研究所では，ワーヘニンゲン大学を中心にイン
ターンシップの学生を常時２～３名程度引き受けている．海
外では，タイ，中国，ギリシャの大学からのインターンシッ
プの依頼が多いそうである．なお，受け入れ期間は６ヶ月程
度が多く，少額ではあるが給与も支払っているということで
あった．ただし，肝心の大学との連携については，付属機関
の割には若干希薄である印象を持った．というのも，研究所
に教授が来ることはそれほど多くはなく，どちらかというと
（教授は研究所を）論文執筆のためのデータ収集所であると
捉えているようだ．また，研究員が大学で一般の授業を担当
することも多くはなく，プロジェクトがある場合にのみ，そ
れに関する授業を数名で分担する程度だということであった
（面接者は年に４つほどの授業を分担していると言っていた）．
　聞き取り後，一通り研究所の温室を案内してもらったが，
ここでの研究課題は実際栽培を見据えた応用的な課題が多
いようで，民間企業との共同研究プロジェクトも多く行われ
ていた．供試されている作物の種類も多く，果菜類，葉物野
菜からガーベラなどの花卉類，洋ランまで多岐にわたり，種々
の試験が行われていた．また，多くの施設でLED補光システ
ムの実証が行われていた（図４参照）．ロイヤルプライド社
などの民間の生産者は，経済的，科学的な検証が未確定であ
るとの理由から，LED補光システムを全く導入していなかっ
たことを鑑みても，現在，オランダの施設園芸ではその効率
的な利用方法（太陽光との併用など）の探求がもっともホッ
トな研究テーマとなっているようだ．ここでの研究成果は，
セミナーや共同研究している企業，雑誌記事等を通して迅速
に農家や生産企業に伝えられているようであり，この研究所
の役割としては研究だけでなく普及的な側面もあるのであ
ろう．当研究所と千葉大学環境健康フィールド科学センター
での植物工場プロジェクトには研究の方向性や民間企業と
の関係等において似ている点が多く，千葉大学における植物
工場の取り組みにおける今後の方向性を探るうえで非常に
参考になる事例と思われた． 
ワーヘニンゲン大学リサーチセンター
　最後に訪れたのは，ブレイスウェイクの東80kmに位置す
るヘルダーラント州のワーヘニンゲンにあるワーヘニンゲ
ン大学のメインキャンパスである．聞き取りは，植物科学部
（Department of Plant Sciences）の園芸学・栽培生理学グルー
プ（Horticulture & Product Physiology Group）の准教授である
Ep Heuvelink博士（トマト栽培が専門）から行った．聞き取
り結果をよく理解するためにも，まずはワーヘニンゲン大学
とオランダの高等教育制度の歴史と現状について，簡単に整
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理しておく．
ワーヘニンゲン大学とフードバレー
　本学の正式名称はWageningen University and Research Center
（Wageningen UR）である．もともとの名称は単にワーヘニ
ンゲン大学であったが，1990年代，若者達の農業離れが進み，
大学は学生数の減少に苦しむようになる．ちょうどその頃，
同じように財政逼迫に悩む政府と，専門領域に閉じこもる弊
害が表面化していた研究機関との危機感が一致したため，産
官学が共同で組織再編を行い，コンソーシアムとしてのワー
ヘニンゲン大学研究センターを1997年に設立したのである．
現在では，世界各国から1,500を超える食品，化学関連企業
が集積して一大食品研究開発拠点（いわゆる「フードバレー」）
が形成され，農業・食品，生活環境の領域において，名実と
もに世界の研究教育機関をリードする存在となっている（タ
イムズ2014⊖15年世界大学ランキングでは73位，オランダの
大学では３位）．
　ワーヘニンゲン大学は農業技術・食品科学部，動物科学部，
環境科学部，植物科学部，社会科学部の５学部（Department
なので，学部よりも学科に近いかもしれない）から構成され，
学生数は約8,000人，教職員は約3,000人，年間予算は約７億
ユーロとなっている．聞き取りをした園芸学・栽培生理学グ
ループは教員６人で学生が30人ということであった．
オランダの高等教育制度
　オランダの高等教育システムは，ドイツと類似した二元制
度を採用している．以下，大学評価・学位授与機構（2011）
を参考に簡単に説明する．オランダの高等教育には，WO機
関と呼ばれる「研究大学」と，HBO機関と呼ばれる「高等
職業教育機関」が存在する．WOは，アメリカや日本での４
年生大学に当たる機関で，主に研究大学進学準備学校（VWO）
という高校（６年）から進学する．一方，HBOは，学生を
特定のキャリアに直接結びつけるような実務的な内容が中
心で，主に高等職業教育機関準備学校 （HAVO） という高校
（５年）から進学する．両機関とも学士号と修士号を授与す
るが，WOは全高校生のうち上位１割程度しか入学できない
エリート機関であるため，HBOで授与される学位が学士（B）
と修士（M）であるのに対して，WOで授与される学位を文
学士（BA）／理学士（BSc），文学修士（MA）／理学修士（MSc）
として区別している．現在，オランダには，通信教育大学１
つを含めて14のWOがあり（いずれも公立であるが私立の研
究大学も別に１つある），その１つがワーヘニンゲン大学で
ある．
　なお，2002年以前，オランダでは，学士課程と修士課程は
分かれておらず，WO卒業が修士号取得を意味していた．言
い換えれば，それまでオランダでは公式な学士号は存在せず，
WOの前半の２年半から３年を学士課程，後半の１年から１
年半を大学院修士課程に相当すると考えていた（フローイン
スティン 2002）．しかし，国際化が進むにつれ，こうした固
有の教育システムが学生や教員の流動性の障害となり始め
たため，同様の問題を抱えていた他のEU諸国と共に高等教
育制度の標準化を推し進めた（ボローニャ・プロセス）．そ
の結果，ようやく現在のような学士，修士，博士課程の３段
階からなる学位制度が整備されたのである（HBOは学士，
修士の２段階）．ワーヘニンゲン大学は，オランダの中でも
一足早い2000年から，この３段階学位制度を採用している．
教育システムと産学連携について（聞き取り）
　今回，こうしたオランダのWO （研究大学）の中で，唯一
の農業・生命科学系大学であるワーヘニンゲン大学リサーチ
センター（以降，WURと略す）に対して聞き取りを行った．
まず，学位取得に要する履修年について聞いたところ，農学
系の場合，学士課程が３年，修士が２年，博士が４年という
ことであった（分野や大学によって異なる）．なお，博士号
については，４年で取得できる者は少ないらしい．
　次に，学士・修士一貫の教育課程について聞いたところ，
厳密には存在しないが，もともと５年の修士課程しかなかっ
た歴史的経緯から，教員は現在の学士課程と修士課程とを合
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図４　温室園芸研究所：葉物野菜のLED温室（左）とLEDの試験室（右）
わせて一貫課程と捉えているようだ．実際，WURでは学士
課程の授業を修士課程で履修できるし，学内進学者に対して
修士課程への入学試験が課せられることはない（簡単な資格
審査はある）．このように，WURを含めたオランダの大学で
は，ボローニャ・プロセス以前の教育制度が依然として生き
続けており，便宜上，カリキュラムで学士と博士の授業を分
割することで，教育制度の標準化プロセスを満たしているの
が現状といえよう．
　社会人の受け入れ（学び直し）については，2000年頃まで
は実施していたが，教員負担が大きい割には実りが少なかっ
たため，廃止した模様である．また，ダブルディグリーにつ
いては，修士号のみ，ドイツの大学と共同で教育コースを走
らせているということであった．インターンシップ制度につ
いては，修士課程で必修となっており，単位取得のためには
４ヶ月間のインターンシップが基本となっているそうであ
る（後述）．
　聞き取りに際し，キャンパス内の温室を案内してもらった
が，温室内は小さな区画に仕切られ，シロイヌナズナなどの
モデル植物を用いた実験も多く行われており，基礎研究に特
化している印象があった（図５参照）．また，人工気象室が
豊富に設置されており，環境制御に対する植物の反応をみる
ための研究環境は非常に充実しているように思われた．
　以上，総合的な感想として，オランダでは，産官学の連携
は資本面では強いといえるが，良くも悪くも社会のヒエラル
キーがはっきりしているため，担い手育成という教育面での
連携はむしろ硬直化しているといえよう．大学は基礎研究と
理論の構築，研究機関は生産者よりの栽培技術の開発，企業
は実践的な技術の利用と普及，というように最終目標は完全
に棲み分けられているため，たとえば農場実習を大学教授が
行うことなどは，オランダでは考えられないことなのだろう．
　余談であるが，帰国後，WURと協定を締結している日本
の大学を調べてみた．その結果，2014年に東京農工大学が大
学間協定を締結した以外にも，新潟大学が1986年に大学間協
定を，東京農業大学が2004年に姉妹校協定を，京都大学農学
部が2008年に学部間学生交流協定を締結していた．園芸学と
いう冠名称を有している我が千葉大学園芸学部（研究科）が，
当該分野で世界をリードするWURと協定を締結していない
のは寂しい限りである．今後は是非，協定締結に向けてさら
なる学生や教員の交流を推し進めるべきであろう．
ワーヘニンゲン大学のカリキュラム分析
プログラム制と６学期制
　WURの学生は，特定の学部に所属せず，プログラムを専
攻する．その一方，教員は学術グループに所属し，プログラ
ムを構成する授業をグループ単位で引き受ける．調査時現在，
WURの学士課程には21，修士課程には28のプログラムがあ
る．ここでは，その中から植物科学（Plant Sciences）プログ
ラムのカリキュラムを紹介し，それらがどのような科目から
構成されているのかを分析する．なお，学士課程の植物科学
プログラムには２つの専攻が存在するが，ここで検討するの
は，そのうちの植物生産・生態学（Plant Production and Ecology）
専攻である．同じく修士課程については，４コースのうち，
温室園芸学（Greenhouse Horticulture）コースを取り上げる.
　カリキュラムの前に，まずは表１の学年歴（Academic 
Year）を見て欲しい．WURは現在，６学期制を採用している．
９月から１学期が始まり，６月下旬に６学期が終了するが，
学期によって授業回数は異なる．標準的な１，２，５学期は，
１科目につき，授業が６週間実施された後，１週間の試験準
備期間（授業は休講）を経て試験となる．３学期と４学期は
短くなっており，５週の間に授業と試験が行われる．６学期
は祝日配置の影響からやや変則的で，８週間の間に授業と試
験が行われる．授業の１コマは，15分の休憩を挟んで45分×
２回で構成されており，基本的に毎日，午前か午後に１コマ
分の授業が行われる（週に１コマだけの科目や１日を通して
集中的に開講される科目もある）．６学期制を導入している
WURでは，単位要件が満たされた段階で随時卒業（修業）
できる自動卒業（automatic graduation）制度を導入しており，
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図５　ワーゲニンゲン大学：遺伝子組換え植物の温室（左）とモデル植物の温室（右）
卒業についても大変フレキシブルになっている．
　こうしたプログラム制と６学期制の目的ついては，井形
（2006）が，①（プログラム制は）学部や学科という従来の
枠組みでは対応できない，新しい学問体系や社会ニーズに迅
速に対応するため，②（６学期制は）授業を集中させること
で，教育効果と教員の授業分担の効率性を向上させるためで
あろうと考察している．
　千葉大学でも，2016年度からクォーター制の導入を予定し
ているが，一律に１年を分割するのではなく，WURで採用
されているような，メリハリのある学期設定を検討してみて
も良いだろう．そうすれば，ある学期は海外留学や長期のイ
ンターンシップの履修をメインとしたり，ある学期はダブル
ディグリーの副専攻の論文執筆をメインとするなど，従来の
２学期制では難しかった活動に学生が取り組むチャンスも
生まれてくるのではないだろうか．
カリキュラム分析
　表２は，WUR植物科学プログラムの学士課程（植物生産・
生態学専攻）と修士課程（温室園芸学コース）の授業カリキュ
ラムである．授業名の右の括弧の中の「必」は必修科目，「選」
は選択科目，数値は単位数，Eは英語開講科目，※は学部開
講科目であることを表している． スペースの都合上，かな
り簡略化した（あるいは理解しやすさを優先した）和訳名称
を採用している点はご了承願いたい．
　植物科学プログラムの卒業（修業）要件は，学士課程が３
年で180単位，修士課程が２年で120単位である．１単位は28
表２　ワーヘニンゲン大学のカリキュラム（2014⊖2015年　植物科学プログラム）
第１学期 第２学期 第３学期 第４学期 第５学期 第６学期
????????????????
????
??導入セミナー（必６） 導入セミナー（必６） 分子生物学（必６） 実践生化学（必６）アグロエコロジー（必６）生態学１（必３）
生命科学化学概論（必３） 統計学２（必３） 植物構造機能学（必６） 生態学２（必３）
数学１（選３） 生物有機化学（必３） 短期インターンシップ
統計学１（選３） （２日×２回，必６）
??植物再生学（必３） 数学２（必３） 生分類学（必６E） 経営管理論（必６） 病害虫管理論（必６E）
環境植物生理学（必３E） 数学３（必３） 研究方法論（必６）
植物育種学原論（必３E）
植物昆虫病理学（必３E）
??応用統計学（必６E） 応用統計学（必６E） 卒業論文（必18E） 卒業論文（必18E） 応用統計学（必６E） 応用統計学（必６E）
応用統計学（必６E） 応用統計学（必６E） 卒業論文（必18E） 卒業論文（必18E）
卒業論文（必18E） 卒業論文（必18E）
??
２年 システム分析（必６E） 土壌と植物（必６E） 作物生態学（必６E）
３年 植物成長生理学（必６E）
??????????????
????科学技術演習（選３E）
科学技術演習（選３E）
１／
２年
基礎リテラシー（必３～６E）※ 基礎リテラシー（必３E）※ 基礎リテラシー（必３E）※ コンサル演習（選９E）基礎リテラシー（必３E）※ 基礎リテラシー（必３E）※
コンサル演習（選９E） コンサル演習（選９E） コンサル演習（選９E） コンサル演習（選９E） コンサル演習（選９E）
????
??植物成長生理学（選６E）※ ポストハーベスト生理学（選６E） 温室技術論（選６E） 持続的作物生産学（選６E）作物生態学（選６E）※ 園芸品質分析（選６E）
環境植物生理学（選３E）※ 植物・環境調査方法論（選６E）
作物生産学（選択３E）※
作物研究方法論（選６E） 植物培養学（選６E）
???????
修士論文（園芸学・栽培生理学）（選36E）
修士論文（植物生理学）（選36E）
インターンシップ（作物生理学）（選24E）
修士論文（作物生理学）（選24E）
インターンシップ（昆虫学）（選24E）
修士論文（昆虫学）（選24E）
インターンシップ（園芸学・栽培生理学）（選24E）
修士論文（園芸学・栽培生理学）（選24E）
インターンシップ（植物生理学）（選24E）
修士論文（植物生理学）（選24E）
インターンシップ（植物生産システム学）（選24E）
修士論文（植物生産システム学）（選24E）
括弧の中の「必」は必修科目，「選」は選択科目，数値は単位数，Eは英語（もしくはオランダ語との混合）での開講を示す．
修士で右側※を付与した科目は学部開講科目（学部の大学院乗り入れ科目）であることを示す．
修士の基礎リテラシー（Modular Skills Training）とは，学部一般教養科目から自分に必要な科目を選択し，３～６単位とする科目である．
詳しくはワーヘニンゲン大学のWebサイトを参照（https://ssc.wur.nl/Handbook）．
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表１　ワーヘニンゲン大学の学年歴（2014⊖2015年）
学期 第１学期 第２学期 第３学期 第４学期 第５学期 第６学期
月日 ９/１～10/20 10/27～12/15 1/5～1/26 2/16～3/9 3/16～5/4 5/11～6/29 7/6～
～
8/24
週数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52
?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ???
 ??
?? ???
 ??
?? ?? ?? ???
 ??
?? ?? ??
時間の学修内容に対して与えられることになっており，10点
満点の成績で5.5点以上でなければ単位を取得できない．
　さて，学士課程のカリキュラムから見てみる． １年生の
うちは共通科目のみで専門科目は２年生から始まる．また，
期間の短い３学期と４学期は１科目のみの履修となってい
ることがわかる．学士課程で開講される授業は，ほとんどが
必修科目となっており，選択は１年１学期の「数学１」と「統
計１」のみである．ただし，既述したように学生は特定の学
部に所属するわけではないため，時間が許せば，他の専攻が
開講している授業を自由（教員による承認は必要）に履修す
ることは可能である．卒業論文は必修で，３年生の通年科目
となっている．
　科目名を見渡してみて，もっとも注目できるのは統計学と
数学の授業の多さであろう．数学は３科目（必修２，選択１），
統計にいたっては８つの授業（科目数としては必修２，選択
１）が配置されており，とくに３年生は約半年間，統計学を
毎日，あるいは特定曜日に複数コマ学ぶことになる．近年，
施設園芸学の分野では，メタボローム解析など，膨大な研究
素材を迅速に解析可能な技術が開発され，大量のデータを処
理する必要性が高まってきている．そのため，バイオインフォ
マティクス（生物情報解析）や生物統計学分野の人材不足が
オランダでも深刻化している（農林水産省 2008）．そうした
産学界の要望が的確に高等教育機関のカリキュラムに反映
されているのであろう．現在，千葉大学園芸学部では，たと
えば園芸学科の場合，専門基礎科目で普遍科目の統計学を１
科目（選択），専門科目として生物統計学の１科目（選択必修）
しか履修させていない．今後，世界で活躍する園芸プロフェッ
ショナルを育成するためには，統計学（や数学）のリテラシー
をより重視したカリキュラムを検討する必要があるのかも
しれない．また，２年２学期に開講しているシステム分析
（Systems Analysis, Simulation and Systems Management）に代表
されるように，WURでは，広い視野をもたせる学際的教育
に力を注いでいることがわかる．一方，作物栽培に関する実
習科目は１つも開講されていない．
　英語での開講状況についてみてみると，学士課程において
は，２年生あたりから増えてくるが，「応用統計学」のよう
に重複している科目を割り引くと，それほど多くはない．
WURでは，修士課程から留学生が増え，学士課程の学生よ
りも修士課程の大学院生が多くなる．そのため，英語での開
講は修士課程の科目から注力しているのであろう．
　また，教授方法についてシラバスでチェックしてみたとこ
ろ，いずれの授業も講義だけではなく，演習やプレゼンテー
ションを含む大小のグループワーク，個人指導が必ず組み合
わされており，課題解決型学習（Project-Based Learning）（中
尾 2009）を積極的に目指していることがわかった．
　次に，修士課程のカリキュラムを見てみると，全て選択科
目となっており，履修の柔軟性が高いことがわかる．唯一の
必修科目である「基礎リテラシー」（Modular Skills Training）も，
コンピュータ・リテラシーやコミュニケーション・スキルな
ど，学部の一般教養科目から自分に必要な科目を指導教員と
相談して選択する内容となっており，実質的には選択科目と
いえよう．また既述したとおり，学部開講科目（※印）も１
年１学期に多く配置されていることから，当コースが先の植
物生産生態学専攻（学士課程）と共に一貫した教育課程を構
成しているといえる．
　注目できる科目としては，通年共通科目の「コンサル演習」
（Academic Consultancy Training）がある．これは，生産者な
どからの依頼に基づいて，学生が実際にコンサルティングを
行う必修科目で，調査のための費用も生産者や企業から支払
われるらしい．実践的なカリキュラムを目指している千葉大
学園芸学部の新教育プログラムにとっても大いに参考にな
ろう．
　最後に，科目の配置状況をみてみると，１年生は基本的に
学期ごとに３単位の科目が置かれているが，２年生は一般の
授業はなく，全て通年科目となっている．主指導教員の下で
作成する修士論文（実質６ヶ月）とインターンシップ（４ヶ
月以上）は必修である．ただし，インターンシップの代わり
に副指導教員（基本的に別の学術グループの教員を選ぶ）の
下でもう１本の修士論文（４～６ヶ月）を作成することを選
択しても良いし，インターンシップと同等の経験を有する者
は（インターンシップの）免除申請もできる．このように
WUR修士課程の２年生は，時間を自由に使うことができる
ため，サマースクールに参加したり，語学学校や他大学授業
を聴講したり，資格を取ったりすることが可能となっている．
ただし，修士論文の36単位やインターンシップの24単位など，
通年科目の単位数はかなり多めに設定されている感があり，
単位の実質化に関しては課題を残しているといえよう．
和文抄録
　園芸学部が2016年度から発足させる新教育プログラムのた
めのケーススタディとして，ワーヘニンゲン大学と関連企業
に対する現地調査を2014年12月に行った．その結果，産官学
が連携して巨大な農業地帯や食品研究開発拠点を形成する
ことで，オランダが施設園芸の分野で世界のリーダーとなり
得たことや，共同プロジェクトやインターンシップによって
企業が大学教育に参加できる仕組みがあることが明らかと
なった．また，カリキュラムを分析した結果，学士・修士一
貫に準じた教育課程を有していることや，新しい社会情勢に
迅速に対応するためにプログラム単位で授業を履修させた
り，教育効果や授業の実施効率制を向上させるために６学期
制を導入していることがわかった．国内外で活躍できる園芸
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プロフェッショナルを育成するためには，これらの知見を参
考に，新しいカリキュラムの内容やクォーター制のあり方に
ついて検討を重ねることが重要であろう．
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